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　介護事業課

社協
の

奥州市社会福祉協議会では、5課32事業所の約320人の職員が働
いています。このコーナーでは、市民の皆さんに社協職員の仕事
の内容を知っていただけるよう事業所を紹介していきます。

　高齢者や障がい者の方々に介護が必要になっても、住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができる
よう相談支援や介護サービスの提供を行っています。

職場
③

介護事業課の職員は何名ですか？

介護事業課はどのような課ですか？

具体的にどのような仕事をしていますか？Q

Q

Q
総合管理係8名と7つの介護事
業所の職員100名、合わせて
108名です。

【居宅介護支援事業所】
　介護保険の認定を受けた方のケアプラン作成を行い、介護保険制度
を円滑に利用できるようにお手伝いをしています。
【ヘルパーサービスげんき（訪問介護）】
　ヘルパーが支援を必要とする高齢者及び障がい者宅を訪問し、掃除や調理、洗濯等の
生活援助や身体介護を行い、自立を支援しています。
【デイサービスセンターだいしの園（地域密着型サービス）・胆沢デイサービスセンター】
　健康チェック、入浴、創作活動、レクリエーション活動、昼食等のサービス提供をして
います。福祉車両での送迎も行っています。
【小機能多機能型居宅あすも】
　在宅生活を続けていけるよう利用者の方の心身の状況や環境に応じて、「通い」「訪問」「泊まり」のサー
ビスを柔軟に組み合わせて支援を行っています。

【いさわ高齢者複合施設「じゅあんの園」】
○デイサービスセンターじゅあんの園
　食事や入浴等の日常生活支援に加え、機能訓練、口腔体
操は専門的ケアを提供し、認知症の進行予防や自立した日常
生活ができるよう支援しています。
○グループホームじゅあんの園
　共同生活住居の形態で、食事の支度や洗濯を職員が入居
者の方と一緒に行っています。家庭的で落ち着いた雰囲気の
中で、個々の生活を重視し、今までとできるだけ変わらない
生活を送ることが出来るよう支援しています。

課長：小野寺真美課長：小野寺真美

　11月13日（土）、奥州市ファミリーサ
ポートセンター会員さんのリフレッシュ
と、会員さん同士の交流を目的にファミ
カフェを開催しました。
　2回目になる今回も、前回と同じくカ

フェスタイルで行われ、会員さんそれぞれが読書やハンド
クラフトなど自由な時間を過ごしていました。
　短い時間でしたが、子育て中のおねがい会員さんも、
サポートするまかせて会員さんも、ホッと一息つける時間
になったようです。

－ファミカフェ－
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　令和3年10月14日、第16回奥州市社会福祉大会が開催
されました。
　今大会は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、大
会参加者数を制限して、規模縮小での開催となりました。
　式典の部では、多年にわたり福祉活動に献身的な取組み
を続け、その発展にご尽力いただいた方々、福祉事業に対
するご支援をお寄せいただいた方々など193名23団体に表
彰状、感謝状が贈呈されました。
　記念講演では、社会福祉法人光寿会理事長であり、真宗
大谷派碧祥寺住職の太田宣承氏を講師にお迎えし、「共に
生きる　そして私らしく生きる」をテーマに講演をいただ
きました。
　今大会で受賞された皆さまは次のとおりです。（敬称略）

奥州市社会福祉大会会長感謝状

岩手県共同募金会会長感謝状（伝達）

◎社会福祉事業の推進のために多大な活動資金・物品をお寄せいただいた個人及び団体

◎共同募金運動に率先して協力いただいた個人及び団体

奥州市社会福祉大会会長褒賞

奥州市社会福祉大会会長表彰

◎在宅要援護者の介護にあたり他の模範と認められる（2名）

◎民間社会福祉施設役職員として多年にわたり社会福祉事業に貢献

◎地域福祉活動が特に優秀な社会福祉団体（1団体）

◎個人で奉仕活動に貢献（10名）

◎福祉団体の役員として福祉推進に貢献（2名）

◎社会福祉協議会の役職員、委員、福祉活動推進員等として福祉推進に貢献（17名）

◎民生委員・児童委員として福祉推進に貢献（16名）

中央共同募金会会長感謝状（伝達）

◎共同募金運動に多大な浄財をお寄せいただいた個人及び団体

○寄付者個人（13名）
　伊藤直衛　岩井憲男　及川博之　小笠原カノエ　佐々木由美子　佐々木喜教
　千田和典　七木田日出子　佐々木恭子　佐藤雅昭　矢作恭一　鈴木千春　阿部雅守
○物品寄贈者個人（1名）　阿部正敏
○ささえあい協賛金継続寄付者（2名）　紺野郁郎　藤沢貴之
○寄付団体及び法人・事業所（9団体）
　一般財団法人水沢ロータリー青山社会奉仕事業団　岩手県美容業生活衛生同業組合水沢支部
　永薬品商事株式会社　株式会社菅原工務所　千友会　東亜リース株式会社　米里保育所保護者会
　前沢ロータリークラブ　有限会社菅原建設
○物品寄贈団体及び法人・事業所（11団体）
　板谷建設株式会社　岩手県タクシー協会胆江支部　株式会社七福人　株式会社メガネの相沢
　株式会社ユアテック水沢営業所　社会福祉法人ひまわり会親睦会
　明治安田生命保険相互会社岩手南支社　岩谷堂ロータリークラブ　いわて生活協同組合
　株式会社岩手銀行流通センター支店　株式会社デンソー岩手
○賛助会員継続加入法人・事業所（2団体）
　一般財団法人水沢環境公社　医療法人社団創生会おとめがわ病院
○本会ご近所福祉スタッフとして長年ご尽力いただいた個人（89名）
　菅原八重　藤田八重子　及川とし子　中目京子　浦川キミ子
　菅原睦子　髙橋信子　髙橋宣子　安藤ヨシ子　小林賢一郎
　小原美由紀　高橋くみ子　伊東怜子　及川政子　鳥海完康
　佐々木國男　小野寺ひとみ　岩渕モト子　小野寺清志　伊藤美智子
　伊藤秀子　千葉フサ子　菊地ノリ子　菅原廣安　後藤宮子
　佐藤昭夫　郷家光夫　藤田利男　村上松一　村上光弥
　佐々木チエ子　後藤とよ子　山内健　石川洋子　一ノ瀬由紀子
　佐々木範子　繁泉好男　梅津長子　亀井サダ子　阿部佳子　佐藤文子　高橋文子　佐々木洋子
　佐藤幸三　菊地孝　佐々木勝弘　及川順子　（故）及川優子　中済耕子　遠藤一見　松森和広
　小泉正憲　佐藤隆夫　佐々木正義　八島英一　阿部康男　熊谷通子　柴田チエ子　千葉阜子　原田幸子
　佐々木貞　佐藤かづ子　佐藤えみ　高橋美和子　千葉邦子　遠藤庄三郎　藤波洋香　佐々木紀子
　佐々木昭子　佐々木昭子　千葉君子　北條サタ子　北條植子　及川祥子　佐々木初子　阿部ゆう子
　鈴木例　千葉文芳　後藤英子　佐々木テイ子　上ノ山久子　佐藤政彦　（故）菊地次男　朝日田和子
　安倍美恵　髙橋政一　村上惣英　千葉賢一　高橋哲雄

高橋セツ子　坂本吉崇　小野寺憲子　千葉美喜子　小野英子　小野寺美千江　田村幸子　菅原惠子
菅原則昭　小原光子　早川正　千田和子　上村千里　菅原征一　千田敏彦　千葉幸雄

佐藤忠雄　佐藤守　遠藤明　及川勝幸　及川勲　髙橋安司　朝倉義勝　千田繁　熊谷信行　及川良直
千葉照男　菅原賢一　水迫祐子　熊谷みすず　菊地久美子　佐々木ひとみ　佐藤美代子

佐々木美枝　高橋昭郎

杉本節子　高橋彩　横地春生　熊谷サエ　梅原薫　加藤信子　高橋瀏　菊池芳宣　小形孝子
佐々木マツ子

いきいきサロンかたごの会

○民間社会福祉施設役員（11名）
　渡邉美喜子　阿部雅守　亀井欽一　川原詳子　千田フキ子　菊池一枝　相原敏明　菅原康栄
　小田代将正　鳥海恭司　佐藤泰洋
○民間社会福祉施設職員（30名）
　菊地豊子　熊坂悦子　佐藤博之　美濃川大　伊藤智之　長谷川絢子　小野寺ミツ子　高橋和芳
　石川周平　中目登志子　渡邉弘子　菅原佳代　千葉千恵子　及川和枝　佐藤甚　鈴木稔　佐藤寛子
　髙橋栄美子　松本まゆみ　遠藤小百合　髙橋古都江　机地里江　佐々木眞澄　浅利綾子　佐々木由希
　星香織　紺野信一　菅原康和　辰口晴美　髙橋歩

千田正一　佐藤澄子

○個人（1名）　亀井正明
○団体（1団体）
　東京エレクトロンテクノロジーソリューションズ株式会社

○共同募金運動に多大な浄財をお寄せいただいた個人（2名）　朝日田恭博　亀井欽一
○共同募金運動に多大な浄財をお寄せいただいた団体（11団体）
　岩手県立胆沢病院　奥州市立水沢小学校　奥州市立水沢南小学校
　株式会社佐々重工業　社会福祉法人岩手福寿会福寿荘職員親睦会　水沢ライオンズクラブ
　株式会社エイアンドティー江刺ワークス　社会福祉法人江刺寿生会
　東京エレクトロンテクノロジーソリューションズ株式会社　岩手県臨済宗青年僧の会
　トヨタ自動車東日本労働組合
○共同募金運動ボランティアとして貢献した個人（4名）　大内正　佐々木和司　千田初男　岩崎郁郎

第16回奥州市社会福祉大会第16回奥州市社会福祉大会
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佐藤忠雄　佐藤守　遠藤明　及川勝幸　及川勲　髙橋安司　朝倉義勝　千田繁　熊谷信行　及川良直
千葉照男　菅原賢一　水迫祐子　熊谷みすず　菊地久美子　佐々木ひとみ　佐藤美代子

佐々木美枝　高橋昭郎

杉本節子　高橋彩　横地春生　熊谷サエ　梅原薫　加藤信子　高橋瀏　菊池芳宣　小形孝子
佐々木マツ子

いきいきサロンかたごの会

○民間社会福祉施設役員（11名）
　渡邉美喜子　阿部雅守　亀井欽一　川原詳子　千田フキ子　菊池一枝　相原敏明　菅原康栄
　小田代将正　鳥海恭司　佐藤泰洋
○民間社会福祉施設職員（30名）
　菊地豊子　熊坂悦子　佐藤博之　美濃川大　伊藤智之　長谷川絢子　小野寺ミツ子　高橋和芳
　石川周平　中目登志子　渡邉弘子　菅原佳代　千葉千恵子　及川和枝　佐藤甚　鈴木稔　佐藤寛子
　髙橋栄美子　松本まゆみ　遠藤小百合　髙橋古都江　机地里江　佐々木眞澄　浅利綾子　佐々木由希
　星香織　紺野信一　菅原康和　辰口晴美　髙橋歩

千田正一　佐藤澄子

○個人（1名）　亀井正明
○団体（1団体）
　東京エレクトロンテクノロジーソリューションズ株式会社

○共同募金運動に多大な浄財をお寄せいただいた個人（2名）　朝日田恭博　亀井欽一
○共同募金運動に多大な浄財をお寄せいただいた団体（11団体）
　岩手県立胆沢病院　奥州市立水沢小学校　奥州市立水沢南小学校
　株式会社佐々重工業　社会福祉法人岩手福寿会福寿荘職員親睦会　水沢ライオンズクラブ
　株式会社エイアンドティー江刺ワークス　社会福祉法人江刺寿生会
　東京エレクトロンテクノロジーソリューションズ株式会社　岩手県臨済宗青年僧の会
　トヨタ自動車東日本労働組合
○共同募金運動ボランティアとして貢献した個人（4名）　大内正　佐々木和司　千田初男　岩崎郁郎
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　令和3年10月14日、第16回奥州市社会福祉大会が開催
されました。
　今大会は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、大
会参加者数を制限して、規模縮小での開催となりました。
　式典の部では、多年にわたり福祉活動に献身的な取組み
を続け、その発展にご尽力いただいた方々、福祉事業に対
するご支援をお寄せいただいた方々など193名23団体に表
彰状、感謝状が贈呈されました。
　記念講演では、社会福祉法人光寿会理事長であり、真宗
大谷派碧祥寺住職の太田宣承氏を講師にお迎えし、「共に
生きる　そして私らしく生きる」をテーマに講演をいただ
きました。
　今大会で受賞された皆さまは次のとおりです。（敬称略）

奥州市社会福祉大会会長感謝状

岩手県共同募金会会長感謝状（伝達）

◎社会福祉事業の推進のために多大な活動資金・物品をお寄せいただいた個人及び団体

◎共同募金運動に率先して協力いただいた個人及び団体

奥州市社会福祉大会会長褒賞

奥州市社会福祉大会会長表彰

◎在宅要援護者の介護にあたり他の模範と認められる（2名）

◎民間社会福祉施設役職員として多年にわたり社会福祉事業に貢献

◎地域福祉活動が特に優秀な社会福祉団体（1団体）

◎個人で奉仕活動に貢献（10名）

◎福祉団体の役員として福祉推進に貢献（2名）

◎社会福祉協議会の役職員、委員、福祉活動推進員等として福祉推進に貢献（17名）

◎民生委員・児童委員として福祉推進に貢献（16名）

中央共同募金会会長感謝状（伝達）

◎共同募金運動に多大な浄財をお寄せいただいた個人及び団体

○寄付者個人（13名）
　伊藤直衛　岩井憲男　及川博之　小笠原カノエ　佐々木由美子　佐々木喜教
　千田和典　七木田日出子　佐々木恭子　佐藤雅昭　矢作恭一　鈴木千春　阿部雅守
○物品寄贈者個人（1名）　阿部正敏
○ささえあい協賛金継続寄付者（2名）　紺野郁郎　藤沢貴之
○寄付団体及び法人・事業所（9団体）
　一般財団法人水沢ロータリー青山社会奉仕事業団　岩手県美容業生活衛生同業組合水沢支部
　永薬品商事株式会社　株式会社菅原工務所　千友会　東亜リース株式会社　米里保育所保護者会
　前沢ロータリークラブ　有限会社菅原建設
○物品寄贈団体及び法人・事業所（11団体）
　板谷建設株式会社　岩手県タクシー協会胆江支部　株式会社七福人　株式会社メガネの相沢
　株式会社ユアテック水沢営業所　社会福祉法人ひまわり会親睦会
　明治安田生命保険相互会社岩手南支社　岩谷堂ロータリークラブ　いわて生活協同組合
　株式会社岩手銀行流通センター支店　株式会社デンソー岩手
○賛助会員継続加入法人・事業所（2団体）
　一般財団法人水沢環境公社　医療法人社団創生会おとめがわ病院
○本会ご近所福祉スタッフとして長年ご尽力いただいた個人（89名）
　菅原八重　藤田八重子　及川とし子　中目京子　浦川キミ子
　菅原睦子　髙橋信子　髙橋宣子　安藤ヨシ子　小林賢一郎
　小原美由紀　高橋くみ子　伊東怜子　及川政子　鳥海完康
　佐々木國男　小野寺ひとみ　岩渕モト子　小野寺清志　伊藤美智子
　伊藤秀子　千葉フサ子　菊地ノリ子　菅原廣安　後藤宮子
　佐藤昭夫　郷家光夫　藤田利男　村上松一　村上光弥
　佐々木チエ子　後藤とよ子　山内健　石川洋子　一ノ瀬由紀子
　佐々木範子　繁泉好男　梅津長子　亀井サダ子　阿部佳子　佐藤文子　高橋文子　佐々木洋子
　佐藤幸三　菊地孝　佐々木勝弘　及川順子　（故）及川優子　中済耕子　遠藤一見　松森和広
　小泉正憲　佐藤隆夫　佐々木正義　八島英一　阿部康男　熊谷通子　柴田チエ子　千葉阜子　原田幸子
　佐々木貞　佐藤かづ子　佐藤えみ　高橋美和子　千葉邦子　遠藤庄三郎　藤波洋香　佐々木紀子
　佐々木昭子　佐々木昭子　千葉君子　北條サタ子　北條植子　及川祥子　佐々木初子　阿部ゆう子
　鈴木例　千葉文芳　後藤英子　佐々木テイ子　上ノ山久子　佐藤政彦　（故）菊地次男　朝日田和子
　安倍美恵　髙橋政一　村上惣英　千葉賢一　高橋哲雄
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　今年も12月1日から全国一斉に「歳末たすけあい運動」が始まります。この運動は、日常生
活で支援を必要とする方々が安心して暮らすことができるようにという願いで行われています。
　戸別募金や法人・職域募金、学校募金等により皆さまから寄せられる募金は、高齢者世帯や
介護を必要とする方がいる世帯等で生活困難な世帯の方々へ激励金として届けられます。また、
地域での行事等を通して人とのつながりを深める活動や、年末年始に開催される地域行事にも
役立てられます。
　なお、今年度はコロナ禍における生活困難者への対応や地域課題の解決を重点項目とし、今
だからこそ必要とされる事業・活動へも助成を行います。
　住民一人ひとりの“つながり”や“ささえあい”を深めながら、誰もが住みよいまちづくりに向け、
皆さまからの温かい思いやりを歳末たすけあい募金にお寄せください。

　民生児童委員の調査により、様々な要因で下記の「生活困難」に該当する世帯へ給付します。
　　①ひとり暮らし高齢者・高齢者世帯
　　③ひとり親世帯
　　⑤災害被災世帯（過去1年以内）

　次の活動に取組む地域福祉・地域づくりの関係団体、ボランティア団体、地域貢献活動に取り組む
NPO法人・社会福祉法人等を助成対象とし、広く団体に助成が行き渡るよう1団体につき1回（1区分）
までの申請とします。特にも今年度は、コロナ禍における生活困難者への対応や地域課題の解決を重点
的に推進します。
　①地域交流・つながりづくり
　　　地域住民の交流やつながりを深めるために行う事業又は取組み、行事等
　②生活困難者（世帯）支援

高齢者、障がい者、児童、ひとり親世帯や生活困窮者等、様々な生活・福祉課題を抱える生活困
難者世帯に対して実施する支援活動

　③その他活動
①、②以外の活動で住民のたすけあいによるセーフティネットの仕組みづくり等、歳末たすけあい

運動の趣旨に該当する取組み

歳末たすけあい募金への
　　　ご協力をお願いいたします

スローガン「つながり ささえあう みんなの地域づくり」
今年度の目標額：14,000,000円（1世帯あたり300円を目安に、戸別募金にご協力をお願いします。）

歳末たすけあい募金の配分について歳末たすけあい募金の配分について
◆激励金給付

◆地域づくり活動助成

奥州市共同募金委員会
本　　　　　部　水沢南町5-12 　　　　　　☎25-6158
水沢地区事務所　水沢南町5-12 　　　　　　☎25-6025
江刺地区事務所　江刺岩谷堂字下惣田290-1　☎35-8081
前沢地区事務所　前沢字立石180-1　　　　　☎56-2148
胆沢地区事務所　胆沢南都田字石行30-1 　　☎46-3111
衣川地区事務所　衣川古戸53-1 　　　　　　☎52-3144

②要介護者等がいる世帯
④その他生活困難世帯

　11月2日、岩手県民会館にて第74回岩手県社会福祉大会が開催され、社会福祉活動
に貢献された個人や団体が表彰されました。
　また、全国社会福祉大会において受賞された奥州市の方々もご紹介します。（敬称略）

■岩手県知事表彰
　□社会奉仕功労団体
　　前沢録音ボランティア「声なかま」

■岩手県知事感謝状
　□在宅介護者
　　千葉加代子

■岩手県社会福祉大会長表彰
　□社会福祉事業功労者（在宅援護従事者）
　　千葉敏信　　千葉浩子
　□ボランティア活動功労者
　　梅原新吉　　寺嶋昭彦
　□ボランティア活動功労団体
　　松ぼっくりお茶っこの会
　□永年勤続功労者
　　安藤まさ子　　佐々木眞澄　　机地里江
　　和川八千代　　神田節子　　小野寺亨　　藤澤則子　　菊池勝行　　及川しげる　　平野洋子
　□共同募金運動功労者
　　青木清喜　　千葉克司

■岩手県社会福祉大会長褒賞
　□在宅介護者
　　佐々木君夫

■岩手県民生児童委員協議会長表彰
　□永年勤続民生委員・児童委員
　　佐川幹子　　菊地育子　　粟野憲之　　千葉博　　千田牧子　　松戸トキ子　　及川和子
　　小野寺慶子　　千田初江　　菅原五百子　　石川富士子　　鈴木正喜　　佐藤明子　　佐竹郁子
　　及川るみ子　　佐藤惠子　　及川修身　　小林優子　　古玉格　　小野寺美代子　　及川正子
　　小松原洋助　　佐藤くに子　　菅原陽子　　伊藤さとみ　　橋本則子　　髙橋良光　　後藤さと
　　杉田美喜子　　及川幸亀　　大内みさ子　　浦川俊雄　　亀井凉一　　小宮山文雄　　佐藤辰文
　　安倍キワ子　　阿部和子　　高橋尚美　　吉田裕悦

■全国社会福祉協議会会長表彰
　□民生委員・児童委員功労者表彰　　加藤美奈子
　□永年勤続功労者表彰　　石川暁子

■全国民生委員児童委員連合会会長表彰
　□永年勤続民生委員・児童委員
　　高橋セツ子　　坂本吉崇　　小野寺憲子　　千葉美喜子
　　小野英子　　小野寺美千江　　田村幸子　　菅原惠子
　　菅原則昭　　早川正　　千田和子　　上村千里　　佐藤久男
　　菅原征一　　千田敏彦　　千葉幸雄

第74回岩手県社会福祉大会
全国社会福祉大会

第74回岩手県社会福祉大会
全国社会福祉大会

－岩手県社会福祉大会－

－全国社会福祉大会－
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－おしらせ－－おしらせ－informationinformation

新型コロナウイルス感染症の拡大動向により、
参加者や会場の状況等を考慮し、
行事を延期または中止することがあります。

新型コロナウイルス感染症の拡大動向により、
参加者や会場の状況等を考慮し、
行事を延期または中止することがあります。

　在宅で介護している家族等に対して、介護に役立つ知識や情報を提供し、介護者が心身ともにリ
フレッシュできる機会をつくり、自信を持って介護を続けていけるよう、家族介護教室を開催します。

　10回目となる奥州ふくし川柳、今年度は「夢」をテーマに募集します。5・7・5にあわせ、皆さまの「福
祉」に対する思いを川柳を通じてご応募ください。

令和3年度家族介護教室

第10回奥州ふくし川柳2021

おうしゅう福祉だより　vol.92

「介護や畑仕事（草取り）の合間のコンディショニング
～疲れて硬くなったカラダをやさしく整えましょう～」

「ご長寿時代の財産を守る－成年後見制度等－」

▼対 象 者　　奥州市内で家族の介護に携わっている方、介護について学びたい方等
▼参 加 費　　無料
▼申込締切　　開催日の前日まで

▼テ ー マ　　「夢」
▼応募条件　　県内に住所地を有する方
　　　　　　　1人3句まで
▼応 募 料　　無料
▼応募期間　　令和3年12月15日（水）必着
▼応募方法　　郵便（ハガキも可）、FAX、メールのいずれかの方法
　　　　　　　応募用紙は、市社協各支所、各地区センター、図書館に設置。
　　　　　　　本会ホームページからもダウンロードできます。
▼そ の 他　　入賞作品は、水沢駅及び水沢江刺駅に飾られる
　　　　　　　南部鉄器風鈴の短冊に掲載予定です。
▼問 合 せ　　市社協地域福祉課　☎25-6188　FAX25-6690
　　　　　　　E-mail：chiiki@oshu-shakyo.jp

令和3年12月 2日（木）　　午前10時～正午　　会場：稲瀬地区センター
令和3年12月16日（木）　　午前10時～正午　　会場：江刺総合コミュニティセンター
講　師：ぴらてぃすらいふ奏STUDIO　代表　菊地奏子　氏
問合せ：地域包括支援センターえさし南　☎31-2700

令和3年12月 7日（火）　　午後1時30分～午後3時　　会場：水沢地区センター
講　師：地域包括支援センターみずさわ中央　所長　高橋研
問合せ：地域包括支援センターみずさわ中央　☎25-6185

　個別サービス業務をより一層充実強化し、来訪者のプラ
イバシー保護と利便性を向上するため、奥州市総合福祉
センター北側に所在している棟（北側別棟）に移転しまし
た。住所や電話番号等に変更はありません。
　玄関から入って、右側が新事務所で、左側は従来どおり
介護事業課（ヘルパー、ケアマネ業務）になります。お気
軽にお立ち寄りください。

　子どもを介してつながる「子ども食堂」であれば、若者・子育て世代も関わりやすい地域活動ができるかもしれ
ません。
　また、地域交流という視点での「子ども食堂」は、子どもの孤食防止、子育て世代の家事や食の支援、それを
支援する住民、特に高齢者等の社会参加につながります。

　子ども専用食堂ではありません。
　貧困家庭の子どものための食堂
でもありません。
　子どもがひとりでも安心して行
ける、子どもからお年寄りまで誰
でも来られる、無料または安価に
食事ができる地域の居場所です。

事務所移転のお知らせ

生活応援課（権利擁護あんしんセンター、地域包括支援センターみずさわ中央）
の事務所が、北側の棟に移転しました

◆権利擁護あんしんセンター
Tel.25-7171／ Fax.25-6712

◆地域包括支援センターみずさわ中央
Tel.25-6185／ Fax.25-6712

立ち上げて
みませんか？

子ども食堂子ども食堂あなたの地域で
「子ども食堂」を拠点として、多世代の集う地域交流が推進されるよう、

子ども食堂の立ち上げと運営を支援します。
「子ども食堂」を拠点として、多世代の集う地域交流が推進されるよう、

子ども食堂の立ち上げと運営を支援します。

①若い世代の地域参加
②子どもの貧困対策
③孤食対策
④高齢者の生きがいづくり

分からないこと、お手伝いがほしいことなど、まずはご連絡ください。
問合せ ▶ 市社協こども福祉課　☎25-6158

子ども食堂とは…

◆多世代の地域の居場所としての「子ども食堂」の役割

◆運営方法は様々
•運営は…振興会、町内会、NPO法人、個人、有志等
•資金は…奥州市の補助金、共同募金会の助成、むすびえ基金、
　　　　　地域や企業からの寄付等
•場所は…食事ができて衛生的な場所であればどこでも可能
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　在宅で介護している家族等に対して、介護に役立つ知識や情報を提供し、介護者が心身ともにリ
フレッシュできる機会をつくり、自信を持って介護を続けていけるよう、家族介護教室を開催します。

　10回目となる奥州ふくし川柳、今年度は「夢」をテーマに募集します。5・7・5にあわせ、皆さまの「福
祉」に対する思いを川柳を通じてご応募ください。

令和3年度家族介護教室

第10回奥州ふくし川柳2021

おうしゅう福祉だより　vol.92

「介護や畑仕事（草取り）の合間のコンディショニング
～疲れて硬くなったカラダをやさしく整えましょう～」

「ご長寿時代の財産を守る－成年後見制度等－」

▼対 象 者　　奥州市内で家族の介護に携わっている方、介護について学びたい方等
▼参 加 費　　無料
▼申込締切　　開催日の前日まで

▼テ ー マ　　「夢」
▼応募条件　　県内に住所地を有する方
　　　　　　　1人3句まで
▼応 募 料　　無料
▼応募期間　　令和3年12月15日（水）必着
▼応募方法　　郵便（ハガキも可）、FAX、メールのいずれかの方法
　　　　　　　応募用紙は、市社協各支所、各地区センター、図書館に設置。
　　　　　　　本会ホームページからもダウンロードできます。
▼そ の 他　　入賞作品は、水沢駅及び水沢江刺駅に飾られる
　　　　　　　南部鉄器風鈴の短冊に掲載予定です。
▼問 合 せ　　市社協地域福祉課　☎25-6188　FAX25-6690
　　　　　　　E-mail：chiiki@oshu-shakyo.jp

令和3年12月 2日（木）　　午前10時～正午　　会場：稲瀬地区センター
令和3年12月16日（木）　　午前10時～正午　　会場：江刺総合コミュニティセンター
講　師：ぴらてぃすらいふ奏STUDIO　代表　菊地奏子　氏
問合せ：地域包括支援センターえさし南　☎31-2700

令和3年12月 7日（火）　　午後1時30分～午後3時　　会場：水沢地区センター
講　師：地域包括支援センターみずさわ中央　所長　高橋研
問合せ：地域包括支援センターみずさわ中央　☎25-6185

　個別サービス業務をより一層充実強化し、来訪者のプラ
イバシー保護と利便性を向上するため、奥州市総合福祉
センター北側に所在している棟（北側別棟）に移転しまし
た。住所や電話番号等に変更はありません。
　玄関から入って、右側が新事務所で、左側は従来どおり
介護事業課（ヘルパー、ケアマネ業務）になります。お気
軽にお立ち寄りください。

　子どもを介してつながる「子ども食堂」であれば、若者・子育て世代も関わりやすい地域活動ができるかもしれ
ません。
　また、地域交流という視点での「子ども食堂」は、子どもの孤食防止、子育て世代の家事や食の支援、それを
支援する住民、特に高齢者等の社会参加につながります。

　子ども専用食堂ではありません。
　貧困家庭の子どものための食堂
でもありません。
　子どもがひとりでも安心して行
ける、子どもからお年寄りまで誰
でも来られる、無料または安価に
食事ができる地域の居場所です。

事務所移転のお知らせ

生活応援課（権利擁護あんしんセンター、地域包括支援センターみずさわ中央）
の事務所が、北側の棟に移転しました
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奥 州 市 社 会 福 祉 協 議 会 　 　 連 絡 先

総務財政課
25-6158

胆 沢 支 所
46-3111

地域福祉課
25-6188

衣 川 支 所
52-3144

水 沢 支 所
25-6025

生活応援課
25-7171

江 刺 支 所
35-8081

こども福祉課
25-6158

前 沢 支 所
56-2148

介護事業課
51-1181

Ｐ2.3　第16回奥州市社会福祉大会
Ｐ4 　第74回岩手県社会福祉大会
Ｐ5 　歳末たすけあい運動
Ｐ6 　事務所移転のお知らせ

　子ども食堂
Ｐ7 　インフォメーション
Ｐ8 　社協のおしごと

　介護事業課

社協
の

奥州市社会福祉協議会では、5課32事業所の約320人の職員が働
いています。このコーナーでは、市民の皆さんに社協職員の仕事
の内容を知っていただけるよう事業所を紹介していきます。

　高齢者や障がい者の方々に介護が必要になっても、住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができる
よう相談支援や介護サービスの提供を行っています。

職場
③

介護事業課の職員は何名ですか？

介護事業課はどのような課ですか？

具体的にどのような仕事をしていますか？Q

Q

Q
総合管理係8名と7つの介護事
業所の職員100名、合わせて
108名です。

【居宅介護支援事業所】
　介護保険の認定を受けた方のケアプラン作成を行い、介護保険制度
を円滑に利用できるようにお手伝いをしています。
【ヘルパーサービスげんき（訪問介護）】
　ヘルパーが支援を必要とする高齢者及び障がい者宅を訪問し、掃除や調理、洗濯等の
生活援助や身体介護を行い、自立を支援しています。
【デイサービスセンターだいしの園（地域密着型サービス）・胆沢デイサービスセンター】
　健康チェック、入浴、創作活動、レクリエーション活動、昼食等のサービス提供をして
います。福祉車両での送迎も行っています。
【小機能多機能型居宅あすも】
　在宅生活を続けていけるよう利用者の方の心身の状況や環境に応じて、「通い」「訪問」「泊まり」のサー
ビスを柔軟に組み合わせて支援を行っています。

【いさわ高齢者複合施設「じゅあんの園」】
○デイサービスセンターじゅあんの園
　食事や入浴等の日常生活支援に加え、機能訓練、口腔体
操は専門的ケアを提供し、認知症の進行予防や自立した日常
生活ができるよう支援しています。
○グループホームじゅあんの園
　共同生活住居の形態で、食事の支度や洗濯を職員が入居
者の方と一緒に行っています。家庭的で落ち着いた雰囲気の
中で、個々の生活を重視し、今までとできるだけ変わらない
生活を送ることが出来るよう支援しています。

課長：小野寺真美課長：小野寺真美

　11月13日（土）、奥州市ファミリーサ
ポートセンター会員さんのリフレッシュ
と、会員さん同士の交流を目的にファミ
カフェを開催しました。
　2回目になる今回も、前回と同じくカ

フェスタイルで行われ、会員さんそれぞれが読書やハンド
クラフトなど自由な時間を過ごしていました。
　短い時間でしたが、子育て中のおねがい会員さんも、
サポートするまかせて会員さんも、ホッと一息つける時間
になったようです。

－ファミカフェ－


